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2.水需要予測

2-4.水需要予測の考え方

つくば市の水道事業は、研学地区(筑波研究学園都市)内の上水道としそ整備され、その後、研

学地区外の水道未普及地域の解消と簡易水道の統合に取り組んできました。また、つくばエクスプ
レス沿線開発として、市内5地区の開発地区があり現在整備中です。なお、研学地区内の中心市街

地及び竹園'吾妻東部エリアでは、公務員宿舎を削減し、宿舎跡地の再開発計画が策定されていま

す。      ヽ                         |
ここで、地区別の状況をみると、大学(国等の試験研究機関とその職員宿舎等がある研学地区と、

研学地区外(従来の農村集落、自家用井戸が多い)では家庭における水使用形態も異なっていま

す。開発地区は、つくばエクスプレスの開業に伴い著|`内等から転入し首都圏のベットタウンとしての

発展が見込まれ、研学地区。研学地区外とも異なる水使用形態になると考えられます。

そのため、水需要予測では、、「研学地区」「研学地区外」「開発地区」に区分して、推計します。

几例

螂 研
芯

='と
区

開発地区

再母司発地区

町T境界

図 2-1.地区区分 (研学地区H開発地区口再開発地区)
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2-2.行 政区域 内人 区lの推計

2-2-1.l!死 要

次期つくば市総合計画の策定に向けて各種の調査及び審議を行う「つくば市総合計画審議会」

において、つくば市の将来人口の推計が提示されています。つくば市水道事業はつくば市全域を給
i

水区域としてい/Эことから、本検討における将来の行政区域内人口は審議会で提示された結果を採

用することとします。

2-2-2.推 計方法

1)権計フ回一

つくば市における開発状況等の地区別特性を考慮するため、市内を以下の 3地区に分けて、地

区別に推計を行っています。基本的にはコーホ‐卜要因法を用いており、開発地区においては村象

地域の状況を踏まえて推計を実施しています。

推計概要は図 2-2に示す通りです。

3ケースで推計(②TX沿線開発地区/③研究学園地区)

*上位推計       _
*中位推計       ア

*下位推計

《将来人口の推計方法≫

コーホート要因法

定着率を設定して推計

図 2‐ 2.行正女広域内人国の権計フ回二
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つくば市

【人口定着率】

計画人口に対して
100%(上位)

70%(中位)

50%(下位)

①旧6町村地区 ②TX沿線開発地区 ③研究学園地区

【人口定着率】

目標人口に対して

100%(上位)

10%(中位)

50%(下位)

(1)筑波 (1)葛城地区

(2)大穂 (2)島 名。福田坪地区

(3)豊塁 (3)萱 丸地区 区

(1)公 務員宿舎削減・再

誘響を加味した地

(4) (4)上河原崎・中西地区

(5)谷 田部 (5)中根,金箇台地区
(2)(1)を除いた地区

(6)

【中心市街地】

・春日1丁 目

こ吾妻1～ 3丁 目

・竹園1～ 2丁 目

。東新井

注)②③を除く地区

【竹園。吾妻東部】

'吾妻4丁 目

。竹国3丁 目

将来の行政区域内人口
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凡例

勒 研学地区

開発地区

再開発地区

町T境界

図 2-3.地区区分 (名 称入り)
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表 2-1 町丁区分

谷田部 桜 大穂 豊 里 筑 波 茎崎

302 西 平 塚 371 500 600 併 701 】召

"奇

800 笛 i歳 ′1ヽ 芸

303 首軍 策 漁崎 501 601 702 今 I占 皇 801 901 下岩 際

304 下平塚 373 靖 松 502 鶴3下 日 602 703 トロヨ に五司盗 902 r岩 崎

300 営,"兌相崎  チ
3フ 4 L・ 8 503 革鷹 1 603 大 曽網 2 704 田倉 803 ;召 田 903 房内

306 節 PB司 375 傷 ブlヽ 岳 504 604 鹿皇令 705 上そこ11 804 Fl■手 904 着 翼

307 庫 505 605 706 儀ケ庫 lT日 805 油 瓢 905 誉 P口句

面野井 377 羽 成 50G 上 靖 710 子子4 806 漆 所 90G 卜覇

`,う

瀾

309 忘 田 !口書 合 ,T日 507 婆 騰 007 前 野 711 807 大 言 907

310 聴ケ竜 379 調 書 会 ,T日 508 ヤラト与Л′々 ド,ラ 608 岳首 野 712 上 lE12 B08 膨 大 908 高 除

311 卜前 庫 騰 380 509 東隔司 611 ★ 秘 713 害軍′
,‐
子j_ラ々ウン 809 009 芙十三

312 下河原崎 381 傍 百 511 令 田 1 612 西言 野 714 810 巾誉 Pttq 910 |ケ固

313 中 ЯI府 382 JLⅢ妻 512 牟 田 ク 613 吉沼 1 715 吉 野 811 911 申陽台

314 下 i:‖ 府 383 513 614 吉 :召 ク 716 百 蒙 812 912 脱 山

915 富 箔 省 384 館 野 514 栄 615 717 i西 苛 8,3 914 桜 ボ F

316 吉鹿田 386 首 lT日 515 l′ιヽ美 618 芭 沼 718 814 れ 日 915

317 聰潔錦由 387 首 ,T日 516 :′′ヽ似 619 オ́′L¶ lT日 719 東上 台 lT目 815 917 泰の :ロ

31B 寛瀬 1 388 稲荷蔀 S17 椿Pr 620 720 畜+今 2イ 日 816 田中 918 姜 章

319 宣瀬 2 389 未 壕 518 大 621 1'Iよ ]'3T目 721 曹 キ 姿 4イ 日 817 川ヽ iR 919 よ1ィ に喝

320 富 十 ロケ F耐 ll“ 390 519 苦 喪 622 722 東半 台4丁 目 818 J「唸湊 920 富 貝原 lT目

321 皇 名 391 520 士 娑百 623 723 首士 台 5T日 819 921 吉 日庫 クT日

322 フk堀 392 新年■田 521 荘 室 626 箋瀧 1丁 目 724 由 奮 庫 Чf田 820 亮 922 言 目 鷹 aT日

324 大 白裕 393 稲 闘 522 トノ宰 1 627 犠兼 2T日 725 僚吏 821 923 首 豆康4T日

323 御差 ボ F 894 523 トノ菫, 628 笛着 a丁 日 726 警箪の朴 lT日 322 924 菖草鷹ST日

325 小白裕 395 市ク台 524 倉継 727 害 駆 の 赤r,T日 823 ‖ヽれl田 925 首 十 日 会

326 平 396 下潜 場 525 上 広団 72日 電子首 単 国 n萎 824 ′Iヽ 日 926 自由ケ丘

Ma清 39' 富 囀 奏 ■T日 526 野田mt‖ 825 927 臨ケ F

329 鮮 4 398 527 826 下 大 島 蜃ζl入

930 山 中 399 吉 専合 3丁 目 528 下広嗣 2 827 」監大 田

331 西大后 400 密 要 学 同 暮 529 秘―  なル 828 云 皇 芸 除

332 西 閣 401 虐 邸 障 ★色 ri l 829 ★4戸

333 402 吏率塚学向の姦 531 830 フk守

334 西 狐 403 宣平握 研 空攣 園 532 大衝亨 3 831 (モ 谷

336 暮 日 lT日 404 下平 握攣 匡防 基 533 書 太 832 キ 旦 九万 と`ト

336 暮 nクT日 40S 下平1雲研

“

曇向 534 833 大 エ

337 407 sas 8日

'苗
33B 森 日4丁 目 40B 苅 PB¶単 同 百 S36 走千各 aT日 稲荷原

339 首 nF■ 409 室,ぅ

'相

齢秘套聾国 S37 て友猥 lT同 蟷 A れ をli

340 川ヽ 野 陪 410 鷲船オ層際毀国首 598
=友

傑 クT日 曼RΠ

'耳

★エ

341 411 面 囁 半 邸 申 苺 国 530

342 412 540

343 工の資 3丁目 415 西大転 単 同 百 341
=串

きヽ T日

344 二の 資 4T日 416 島名碁 r望台 S42 喜書 2丁 日

345 V′ 野`太 417 亀
=節

請 543

346 418 544

419 谷田部諏請 545 竹回 lT目

348 西大 沼 420 谷 田部 に日
=埠

346 竹同 2T日

349 由 内 421 公 田納 み ″し1`ユⅢ由車 54, 1■ 回 RT日

aso 422 0瀬みどりの
asl ν上`代2T目 423 上書 丸み どりの S49 手婦 2T目

3S2 膝提3TR 424 上昔 丸λ ′

"の
中革 SSl 諦太 2T日

333 P′ 1`(4イ自 425 下 青 れ み ′明の SS2 峙 太 RT日

334 426 下 書 ■ み ガ切n由 車 553

355 手代 六 427 布 鼻釘 磁み ′りの SS4 臨 園 lT日

358 卜拮 爆 428 瀧島 4F阻み ′町の 中こ SS5 綸回 ,'T日

359 今 車 430 X専 11!み ′研め 556

360 谷田部 1 431 西霙 山み どりの 中 央 SS7 監市大看 語 帰宿 会

361 谷 日郎 2 434 い野みメt'のれ4 558 ″ 国

362 公 田飾 a 437 片隠み が切の首 SS9 き日会 卜野

363 瑞寵団 ll“ 440 卜莉 Fヨ 隠・ 由 J〔1lh瞑 560 春凰台上靖

364 _L宅ま苛 443 富山上 河 庫崎

865 下 苦 れ 444 富 ttt下河 庫崎

366 446

蔀 7´ 雇 群 由  ~~~~ 44■ 詳申輸 F4Fi ri下
~~‐ ~~

西粟山 449 台RTl丁 目

869 片 [日 450 合側T2T日

370 βF田 451 台 田T3T日

:TX沿線開発地区

:研学地区

:再開発地区



2)推計綱死要        ―

(1)コーホート要因法

コーホートとは、同年 (同期間)に出生した集団めことで、コーホエト要因法とはコーホートごとに出

生、死亡、移動による変化率を求め、将来人口を推計する方法です。
| ・ 出生については、母親の年齢別出生数から5歳階級別女性人口に占める出生数の比率

(出生率)を求め、過去の実績値に基づいて将来出生率を設定します。
・ ィ亡、移動による変化については 過ヽ去のコーホート別の人口推移と簡易生命表(生残

率)から設定します。

母親年齢別出生数
(15～ 49歳 )

女子年齢別人口
(15～ 49歳 )

II

女子年齢別人口
(15～ 49歳 )

女子年齢別出生率
(15～49歳 )

X

X 出生男女児比

<出生→o歳変化率>

X

生残率

純移動率

開発 口 )

人ロデエタ X コiホート変化率

出則 第 5回つくば市総合計画審議会(平成 26年 3月 28日 )資料

,        図 2-4.コーホート要因法による推計フ回ィ

(2)基礎データ

推計に使用している基礎データは以下の通りです。

_           表 2-2.基礎データ

<推計結果>

X

X

II

、

‐
，メ

推計男女別0歳人口 推計0歳人口
(1年後)

推計人口
(1歳以上)

推計出生数

推計出生数 推計男女別出生数

推計男女別出生数
男女別O歳人口

人 口 総本国(住民基本台帳、外国人登録者数を含む)とこよる各年 10月 1日 のデータ

生残率
生残率=と一死亡率 ′

死亡率:厚生労働省が公表している簡易生命表記載のデータ(H24)

出生率 茨城県の人口動態統計掲載の母の年齢 5歳階級別出生数

6



(3')定着率

TX沿線開発地区及び研究学園地区(以下、研学地区)のうち公務員宿舎削減や再開発等の影

響を加味した地区については、それぞれの計画人口及び目標人口に対して、人口定着率 (100%、

70%、 30%)※を用いて推計を行つています。

※定着率の仮定の考え方

首都圏における民間大規模戸建て住宅団地の開発実態分析と今後の土地再利用方策の検討

(平成 16年度大月ほか一般財団法人土地総合研究所)によると、1970年代に開発された団地では

10年程度でビルトアップ率が100%に達していますが、80年代になると10年経っても80%にならな

い団地も生じています。90年代になると観在も増加傾向にありますが、10年経っても40%程度の団

地も見られますざ                       1
以上により、上位推計は100%、 中位推計は70%、 下位推計は5o%と仮定しています。

(4):TX沿線開発地区                    
′
 |

各地区の計画人口に対する定着率を計画人口に乗じた人口に達するまで、市外からの転入者が

増加 (計画人口×市外からの転入率X年増加率)することとして、推計しています。

5つの開発地区のうち、人口定着が先行的に進んでいる葛城地区、島名,福 田坪地区く萱丸地区

の3地区の実績を踏まえて、上河原崎。中西地区、中根 ,金田台地区における将来人日の推計手法

を設定しています。
1      

表 2-3.開発地区における計画人口山市外からの転入率L年増加率

開発地区名 計画人口 市外からの転入率 年増加率

(1)葛城地区 25,000人 50% 5.4%

(2)島名・福田坪地区 15;000人 60°/0 4.0%

(3)萱丸地区 21,000人 700/0 2.0%

(4)上河原崎・中西地区 11,000人 660/O 4,0%

(5)中根つ金田台地区 8,00o人 36°/。 4,0%

合計 80,009人

注 1)市外からの転入率:平成 26年 2月 1日 時点のつくば市住民基本台帳データより算出

注 2)年増加率!計画人口に対する年増テJ日率、(4)(5)は (1)～ (3)の平均値を採用

7



(5)研学地区

研学地区では、公務員宿舎からの転出が進んでいるため、平成 22年以降の研学地区内の人口

は減少傾向で推移しています。

「つくば中心市街地再生推進会議最終報告」(平成 25年 12月 )をもとに、研学地区を公務員宿舎

削減。再開発の影響を加味した地区とそれ以外の2地区に区分し、将来人口を推計しています。

(おおむね平成 27年度から宿舎跡の開発地区に転入が開始する見込み)

表 2-4.研学地区における目標人口H市外からの転入率

地区名 目標人口 市外からの転入率

(1)公務員宿舎削減。再開

発の影響を加味した地区

中心市街地 16,000人 6115%

竹園。吾妻東部 5,500ノ 、` 61.5%

(2)(1)を除いた地区

合計

注 1)市外からの転入率幻Ⅸ周辺開発地区(中オ艮。金田台を除く4地区)の平均値

森2)目 標人口:つくば中心市街地再生推進会議の最終報告書を踏まえて想定戸数を算出し、想定芦数に世帯人

口(2,3人 /戸)を乗じて目標人口を算出

注 3)公務員宿舎削減。再開発の影響を加味した地区を除いた地区はコーホート要因法で推計

2-2-3.推 計結果

1)推計結果 (各年 10月 1日現在)

前項の手法を踏まえて、推計した結果の概要を以下に不します。また、推計結果を表 2下 5に示
します

つくば市の人口!ま、開発地区への転入により増加基調となっています。なお、開発地区の

人口動向を除くと、人日は減少傾向で推移します。

上位推計における人白増加のピークは2087年 (平成 49年)(262,039人 )、 中位推計にお

ける人口増加のピークは 2035年 (平成 47年 )(251,710人 )、 下位推計における人口増加

のピークは2030年 (平成 42年)(237ぅ 795人)となっています。

＼

　

ノ
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表 2工 5行政区域内人口の推計結果

■32 Ha3

60,891

l19,SO`r21,57イ

45,7S〔

75,638

?S,早〕

38,403

97.1413■ 704

74,924

ギ1,497

?4)OIを

59176З

Se,6皇 B

D R6町村地区

2Ⅸ拾線DF発地区

(2)

合計

OttG叫付地区

DⅨ沿線開ヂ.地区

合計

0〕口G町村地区

②TX沿線冊J台地区

(1)

(2)

合計

Э研究■回「_区

Э研究■回地区

③研究学園地区

上位推肝

中位推計

下位推針

le9,lo:

92,016

57.214

93,00〔

58,14〔

74子 01Z

98,SSI

80,64ワ

254,959

6S,4つ G

100,871

80,684

S9,34g

102,OSt

48,3tt49,6すS

227,750

259,45〔

103,243

59,744

75,lαJ

i04,472

59i744

IO,,649

10S,64〔

10S,649

67176写

00,973

2oO,268

77,87〔

so,asG

76,97〔

110,467

76,427

112,844

60,β 91

761566

257,419

60,84`

H42

61,641

Ho,217

54,446

(1)

(2)

(1)

(2)

Dl口 6町村地区

DⅨ沿線開発Iじ区

Э研究学固地区

さ]十

0旧 6町村,L区

9Ⅸ沿線開,E地区

③研究学固地区

合計

O臓 6暉村地区

②Ⅸ沿炊開発地区

③研究与園地区

合計

とイ立推計

申位推計

引坐推計

ヽ

注)各年10月 ユロ現在

⑥研究学固地区(1):総 数
③研究学固地区(2):中 心部を除く地区((1)の 内訳)



推計

―
駒

<卜上位推計

― 中位推計

― 下位推計

実 統

鰹

300,000

250,000

2001000

lSO,000

（＜
）
巨
く
Ｅ
苗
国
督
に

【上位椎計/中 位推計/下位推計】 【上位推計】

300,000

ミ餞遷壷塁重霞望菌量ミ豊望ヨ里重望避とこ重翌豊重 墨墨墨墨墨至望望皇呈三翌望塁塁至望墾重里至望峯肇

【中位推計】 【下位推計】

300,000 309000

250.000

50,000

墨墨姿墨曇三翌望皇望三蛋豊皇里垂望墾霊里三望峯筆 墨墨翌長堅重望垂室望垂望翌霊望至望豊望呈至望墾重

００

００

００

００

００

２５

２０

１ ５

‐０

３

（く
）
巨
く
Ｅ
軒
凶
答
峰

50′ 000

O

（く
）
口
く
Ｅ
群
国
菖
峰

００

００

００

００

００

２５

２０

で

１０

５

（＜
）
巨
く
て
野
凶
督
峰

0

コ③研究学園地区

B②TX沿線開発地区

a①旧0町村地区

実十貫

上③研究学園地区

口②弔く沿線開発地区

9①旧6町村地区

実績

'③研究■国地区

口②TX沿 線開発地区

口①旧6町村地区

実績

図 2-5行 政区域内人国の推計結果
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2)推計結果 (3月 31日 現在)

表 2-6に、平成 24年 10月 1日 の行政区域内人口と平成 24年度末人口(平成 25年 3月 31

日)の比を示す。本推計では、この比を用いて各年 10月 1日 の推計値を年度末人口に補正して採

用します:年度末人ロィの推計結果は図 子-6に示します。

表 2-6.平成 24年 10月 1日 と平成 24年度末人口(平成 25年 3月 91日 )の人口比

平成 24年 10月 1日 の行政区域内人口 ① 216,331人

平成 25年 3月 31日 の行政区域内人口 ② 217,048人

平成 24年 10月 1日 の行政区域内人口に対する

平成 25年 3月 31日 の行政区域内人日の比
②/① 1.00331

各推計における人口のピークは表 2-7の通りです。

表 2-7.10月 1日 現在と3月 31日現在の推計結果におけるピーク人回

10月 1日 3月 81日 (本項で算出)

上位推計 262,039人 (H49) 262,906人 (H49)

中位推計 251,710人 (H47) 252,543人 (H47)

下位推計 237,795人 (H42) 238,582人 (H42)

11



H46

251,438

236,447

H45

258,981

2Sl,238

237,024

H44

250,659

237,298

H43

250,153

237,624

H42

249,S00

287,795

H41

248,02」

237,161

H40

246,79C

287,37G

Ha9

245,57C

237.250

H38

244,400

237,110

H87

243,128

236,196

H36

241,849

235,285

H35

240,51]

234,28コ

239,274

233,794

H33

237,702

232,983

H32

235,881

231,927

H31

233,

23伝 221

230,32[

H30

230,57g

228.66C

H29

227.901

226.927

H28

225,28〔

225,15t

H27

222,761

222,681

220,561

220,526

H25

218,418

218,418

H24

216,381

216,331

215,205

21520S

213,948

213,948

2131918

210,79C

210.790中位牲計

刊立粧計

230,22ユ

216,297

101,172

218,658

198,789

289,735

221,10日

196.444

宅41,467

223.585

199,108

248,107

225,98e

201,72C

H62

244,882

228,181

204,3G3

246,644

230,358

206,997

248,雲 07

232,529

209,S35

H59

250,16C

234,709

212,25C

H58

251,771

236,848

214,863

253321

2381659

217,41]

H56

254,95E

240,544

220,027

H55

256,423

242,267

222.511

H54

258,070

244,149

22S,115

H53

259,4St

246,099

227,7SC

260S3,

247,801

229,632

261.434

249,19“

231,35C

H50

261,918

250,268

232,814

H49

262,039

251,016

234,062

H48

261,84C

251,482

23S,03C

H47

261,411

251,71C

285,845

②羽成2■年10月 1日 と莉碗24年度末人日(謂哉25年 3月 31日 )の人口比

①推計人口

10月 二日現在

③年度末人口

3月 81日 訊在

(① X② )

H46

237,23〔

H45

252,07〔

■44

251,48C

238,08g

■43

250,981

238,411

H42

250,326

,38.532

H41

238,247

■40

247.61ク

238,161

H39

2■ 6,38e

238,OSt

H38

245,209

237.895

243,93e

236,971

田 0

242,650

236,004

241,307

235,059

H34

240,06て

234,56[

H33

238,48e

233,754

H82

236,668

232,695

233 998281.336

229,423

H29

228,655

227,678

H28

226,03」

,23.898

H27

223,498

223,41e

H26

221,291

H2S

219,141

219,141

219,141

H24

217

217,04E

217)04E

H23

215,214

215,214

H22

541

214,541

H21

212,408

ワ12,408

中位 11と計

下位推計

□ :最大値

H67

237,003

217,018

191,805194,430

H65

240,529

221,840

197094

H64

2`12,260

224,325

199,767

H63

243912

226,728

202,388

H62

245,693

228,93G

205,039

H61

247,460

231,129

207,682

■60

249,229

233.299

210,329

ワ50983

235,48(

212,95〔

H58

2521604

287,632

215,574

H57

254,159

239,449

218,131

H56

255,803

241,340

2201755

H55

25727?

243.06C

223;24〔

H54

258.92」

244,957

225,860

H53

260,314

246,914

228,504

HS2

261,399

2481627

230,39鬱

H51

262,299

250,019

232.116

H50

2621785

251096

238,585

H49

26290(

251,847

234,83,

262.71C

252.314

285,80日

H47

262,276

232,S・13

286,626

300,000

259,000

200,000

150.000

100,000

50,000

H21H23H25H27H29H31H33H35H37H39H41H43H45H47H49H51H53H55H,7H59H6可 H63H65H67

注)年度末(3月 31日 )人口        `    ,

図 2-6行 政区域内人El(年度末人口)の推計結果

（く
）
回
＜
Ｅ
軒
凶
答
ぐ

推計

―●―実績

<卜上位推計

― 中位推計

― 下位推計

実績

-

郷

0
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2-3。 給水人国の推計

2-3-1.推 計方法

前項で推計した将来の行政区域内人口をもとに、将来の給水人口を推計します。

つくば市全域が給水区域であるためく給水区域外人口は存在しません。そのため、行政区域内

人口と給水区域内人口が同じとなります。    ィ

給水人日は、給水区域内人口に普及率を乗じて算出します。        _     :

行政区域内人日=給水区域内人口

給水人口=給水区域内人口×普及率※

上水道の給水普及率は、以下のとおり設定しました。

研学地区と開ノ九絶地区の普及率は100%とします。        、

上記の地区外については、簡易水道と専用水道の上水道への統合計画を考慮した設定としま

す。

2-3-2.給 水普及率

研学地区とTX沿線地区の普及率は 100%とします。

研学地区外の普及率は、簡易水道と専用水道の上水道への統合計画を考慮した設定とします。

簡易水道と専用水道の平均給水人口実績は約 200人です。事業統合の際の 1箇所あたりの給

水人口を200人と仮定すれば、平成 32年度の普及率は表 2-8のとおりとなります。

※簡易水道と専用水道の事業統合の実績は 1箇所～2箇所/年ですが、上水道への加入促進を進

めることを_日 標に統合ペースを 2箇所/年と設定し、平成 82年度の普及率 85%を 目標とします。

なおt途中年度及び平成 32年度以降は、平成 24年度実績と平成 32年度目標値を直線補間し

て設定します。

表 2-3.給水普及率の試算 (中位推計 )

H32

統合メデ_ス

1箇開/年

(人 口増加分+200人 /年)

2箇所/年

(人 口増加分+400人 /年)

3箇所/年

(人口増力口分+600人/年 )

①旧6町村地区 70.8 71.9 73.0

②TX沿線開発地区 100,0 100.0 100.0

③研学地区 100.0 1000 100,0

全体 844 85,0 85.6

H42

統合ケース

1箇所/年

(人 口増加分+200人 /年 )

2箇所/年

(人 口増加分+400人 /年 )

3箇所/年

(人 口増加分+600人 /年 )

0旧 6町村地区 726 75.6 785

②TX沿線開発地底 100.0 100,0 1000

③研学地区 100,0 100.0 100,o

全体 873 88.6 900

13



ォ、 ,4__・

几例

未普及地域

管路

町丁境界

図 2-7.未普及地域
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表 2-9.街易水道 (平成 23年 )

原単位
ω/人/日 )

220

184
夕14

185
146

296
lR(】

192
ク59

222
2Rl

260
216
クRq

25R
夕 3ヽ

″R7

217
212
2FiA

224
266
夕∩R

420
,nn

303
176

187
341

R,9

286
,lR

254
460

夕IR

307
196

88

259

230
,74

211
239

1日 勒

有 収水 量

(n3/日 )

37

R6

50

41

46

57

71

2R

73

40

51

47

88

47

73

70

47

∩
',

58

'76B

R9

30

Rh

35

lR

28

lA

R4

34

40

187
54

20

29

R3

49

24

36

50

48

12

4085
4R

実績年間
有I使水量

(m3/年 )

13,689
]3!177

lRハ n4

16910
20 RO'】

10403
26R7R
141776
R9900
1850【

17 117

1 7 Rttn

2574R

'ク

R01

17386
クR77R
21140
994R
22963
14,17
11 045
1ク RR0

12900
6741
10298
6S島 4

1ラ〉4RR

12483
14 ROR

零n41nn

1960R
17Fヽ FiR

7240
9 175

10 611

1夕 1′ Rヽ

8607
lR 177

18378

44∩ 0

1495097
lri 7負 R

実績年間

給水量

(m3/年 )

14400
13870
19 R45

16425
17R∩ ∩

21900
27 R75

10950
29R17

42000

lR 01R

14553
18264
2R O,R

27104
lR 47馬

lR,49
25025

10 472

夕417,

14R61
11627
]R SOS

14 ∩0∩

7096
10.841

6899
]R 14a

13 140

]5582
h,9Fn
20640
lR 59R

7621
9 65R

11 169
12,RA

9668
lR R70

1934S
16425
49局 局

1572_878
16氏 51

実績 1日

最大給水量

(m3/日 )

40

38

岳3

45
fヽ ∩

60

7蒟

98

4A

158
Fヽ ∩

55

4タ

66

77

89
42

ヽク

78

Fiク

31

75

4

37

4月

22

馬n

21

40

50

l Fin

60

7ヽ

23

29

Aコ

31

114

58

45
23

4778
50

現在給水

人日

(人 )

170
19イ

285
クR∩

317
2AFi

240
15∩

383
156

400
,A0

180
175

198
夕RR

150
,∩ ∩

300
273

9R∩

145

4ヽ5

200
R4

92

93

lR2

10n

123

4R0

246
100

43
102

50

i馬 9

120
410

194

185
70

19400
204

事業の名称

野 州

潮 下

水 守 箋―

封 鳥

中苦 閣

夕k守筆i
上作容

日月石

作容 西拝

玉 耳望― ノ楽

十 曽締 下 庁百

下長 高野

西 拝

音 沼 山 ar

吉 沼 新 11'

=▼
l夕`

吉沼 前 原

吉沼 給官生r

吉沼 内坂

吉沼 新 上イpr

子深キ拝

下西 言 野

東前 野

★曹井Pr中競

大 曽根 薫 町

吉 菜

′lヽ池

三田

'r

新 田T

台 ,「 ト

台町 下

内 IF常一

台町第 一

片 田 |

稲 繕 揚

ハ田T蛍悶
両 M

繕 太

両 洒 輛

I更 山

卜★ 島

「丈 田

下 エ

九 ,〒拝

∩ 計

V拘

原単位
(2/人 /日 )

20

183

,10

199

2Rl

,RR

200
1馬 R

159
l FiS

167

157

J77

22n

177

13∩

R7零

クRク

628

R7戸

197

lSS

266
2R7
,と と

240
2■ 7

187
″R4

242
151

lAR

Rヽ7

266
197

180

2Aク

16白

クA∩

145

81E

18C

27E

1日 平均
有収水量

(m3/日 )

45

21

4R

21

2R

47

46

64

4∩

64

馬R

67

10Я

23

25

23

31

RR

4タ

36

″6

53

20

4q

96

47

48

R7

44

3S

R9

R6

AS

83

4馬

46
70

43
4R

57

25

29

24

実績年間
有収水量

(m3/年 )

16,477

7615
R RAR

15R53

8550
lR 47R

17 178

1∩ RS,

23406
144R∩

28406
19R49
20805
R7440
8426
9 1lR

7 AFヽ 氏

8426
9 AFぅ ク

11、 422
lR 7Rl

15 202

13232
9 Fa74

1' 氏■7

19 272

74n嘱

17 RA岳

in 7RI

35 100
17 RS7

lR 500
iFi 141

と2919
14164
18102
12R7R
12 165

]64儲 6

16818
25496
16643
,7A'旬

20805
9,211

1∩ 7Rク

81853

実績年間
給水量

(m3/年 )

17345
8015
9A,9

16 6RR

9000
1449R
18082
,77A0

1524″

24688
20∩ ∩7

クi Clnn

R94α 0

8870
9502
775R
8870

in ARl

12023
1445■

16007
13(】 クR

101R4
1ク 15「 F

24090
74R∩

18250
109ヽ ∩

85770
lR,70

ユ4000
l Fi 990

13592
14R∩ R

1323S
lR 009

12298
l ll fa22

26017
16811
17 70Fi

21900
9、 395

in R4n

9,033

実績1日

最大給水量

(m3/日 )

53

24

2寂

51

,零

25

Faワ

52

h4

46

F■ 0

F■ ∩

120

27

29

24

27

R2

37

40

49
4ク

30

コ∩

66

2,

50

an

98

6R

6∩

89

4C)

88

40

87

RFヽ

3S

46

72

47
49

60

26

Rl

25

現在給水

人 口

(人 )

225

114
124

198
i∩ 7

83

ク96

250
270

250
401

R20
R4n

650
Rヽn

113
112

:50
,'とIn

100

180
fiR

70

160

340
76

170
夕ヽ0

4∩ n

200
3馬 f】

130
lRタ

233
ク15

101

ウ∩6

228
ク55

300
27n

184

392

80
15R

87

事業の名称

田 坪

台面 野,井

〔∫耳
戯FⅢ 合

:lFl

西大 招

不 H:il側
~

引引Fし

翻 沼

恵 笏 ″』由凱

高須 宥 北 部

〔田

傾 日

勇ル毎

痙 ュ頻画イ」F田

蜂 漆

L奮‐丸
囲 ッ公

闇 の 合

更 坪

入拝

中 西

万内

原 子J〒 田

下河原障

下 平 壕

高 良 田

里7・ 幸

三 T日

大 山

十 店 箱
~

手 子 4縮 ―

百 第

西 窓 ヶ代

台 結

謙 交

★宿館一

惜 口丁

未ハ 対

心メ十岡、ヽ′v
河 イ角

公 森

下

卒 -7-4年 二・=
高 ]!予
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1衝所/年統合

200人 /年増加

2箇所/年統合

400ノ (/2Fナ曽力n

表 2-10.給水普及率の試算 (中位推計)(1)
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普及率
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普及率

16



3笛所/年統合

600人 /年 ILl力 R

表 2-10給水普及率の試算(中位推計)(2)
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H24H26H28H30H32日 34H36H38H40H42H44H46H48H50H52H54H56H58H60H62H64H66

図 2-3.給水普及率の推計結果(2箇所/年統合ケース)
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図 2-9.給水人口の推計結果(2箇所/年統合ケース)


